
平成２３年度（第３６回）都道府県推進委員全国会議を開催しました

平成２３年４月２０日

業務グループ：啓発担当

独立行政法人北方領土問題対策協会では、去る４月１５日（金）に
「平成２３年度（第３６回）都道府県推進委員全国会議」を東京都新宿
区内において開催しました。

会議には 推進委員（代理含む）４６名 随行者（県民会議事務局）会議には、推進委員（代理含む）４６名、随行者（県民会議事務局）
２４名、政府関係者等総勢１０２名が出席しました。

会議の冒頭に、園田康博内閣府大臣政務官から来賓のご挨拶をい
ただきました。

会議は、内閣府から「最近の担当大臣の動向や若い世代を中心とし
た今年度の取組について」 外務省から「最近のロシア内政や経済た今年度の取組について」、外務省から「最近のロシア内政や経済、
日露外交関係など」、文部科学省から「学習指導要領における北方領
土の取扱いについて」について、それぞれ北方領土問題に関する政
府説明がなされました。

その後、今年度の新規事業や啓発事業、北方四島への訪問事業に
協会から説明 た ち ブ ク（北海道 東北 関東甲ついて協会から説明したのち、６つのブロック（北海道・東北、関東甲

信越、東海・北陸、近畿、中国・四国、九州・沖縄）に分かれ、ブロック
別協議を行いました。協議では、各ブロックがそれぞれ開催する会議
や青少年・教育指導者を対象とした事業の説明、当協会が主催する
北方領土問題に関する研修事業や北方四島への訪問事業への派遣
枠の決定、北方領土問題教育者会議の状況などが話し合われ、活発
な意見交換がなされました。

＜東日本大震災について＞

宮城県推進委員より、支援物資の協力要請があり、多くの方々から宮城県推進委員より、支援物資の協力要請があり、多くの方々から
物資が供与され、激甚地（宮城県、岩手県、福島県）の各推進委員に
お届けをしました。

また、当日は募金箱を設置し、集まった義援金は、政府支援窓口を
通じて、被災者の方々にお贈りすることにしました。



平成23年度（第36回）都道府県推進委員全国会議 次 第 

【４月１５日（金） 会 場：３階 国際ホール】 

 

 

１．開   会        10：00 

 

  東日本大震災による犠牲者への黙祷 

 

２．新任推進委員紹介       10：05 ～ 10：10 

 

３．主催者挨拶  独立行政法人北方領土問題対策協会 

     理 事 長   間 瀬  雅 晴   10：10 ～ 10：20 

 

４．来 賓 挨 拶        10：20 ～ 10：25 

 

５．政 府 説 明 

   ○内閣府北方対策本部      10：30 ～ 11：00 

     久 保 田   治 参事官 

 

   ○外務省欧州局ロシア課      11：00 ～ 11：30 

     小  野   健 課長補佐 

 

   ○文部科学省初等中等教育局教育課程課    11：30 ～ 12：00 

     黒  沼  一 郎 学校教育官 

 

    質 疑 応 答       12：00 ～ 12：30 

 

    〔昼    食〕   12：30 ～ 13：20 

 

６．平成２３年度北方領土問題対策協会事業説明    13：20 ～ 13：50 

 

    〔移動・休憩〕   13：50 ～ 14：05 

 

７．ブロック別協議（国際ホール・303・304・MR1・MR2）   14：05 ～ 15：45 

  （１）平成２３年度啓発・交流等事業について 

  （２）その他 

      

    〔移動・休憩〕   15：45 ～ 16：00 

 

８．全 体 協 議        16：00 ～ 17：00 

  （１）ブロック別協議報告 

  （２）質疑応答 

 

９．閉   会        17：00 



会 議 風 景会 議 風 景

来賓挨拶
園田康博内閣府
大臣政務官

義援金と支援物資
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